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山形縣板谷ジ鵬クライト粘土鉱床調査報告
・山　田　正　春＊
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1．緒　 言

　板谷ジークライトは従来より，製紙用，織紡用粘土と

して枢要の位置を占めてきたにもかXわらず，「ジ』ク

ライト』という商品名を使用してぎただめ，その詳細は

あまり知られず，また調査報告も東大教養学部湊助教授

の聾告以外見当らず1識者9関心が薄かつたよ5であ

る・筆者は昭和27年11月同鉱山の地質および鉱床を調

査したので，その結果を取まとめて報告する次第である。

　今回の調査の結果明らかとなつた事実は

　1〉　ジークライトは安山岩が熱水変質作用を受けて生

じたもので，セリサイトを主成分とするものと，カオリ

ナイトを主成分とし，一セリサィト・石英を少量含有する

ものとの2種があり，現在稼行してい『るのは後者である。

　2）鉱体中には，ほ黛東西方向の主構造線およびおN

むね同方向に発蓬する数条の構造線があり，これらはい

ずれも，角礫質化した部分，珪化した部分および黄鉄鉱

の細粒を主とする黒色粘土等によつて構成され，この構

造線が熱水溶液め通路と考えられるこ≧。

　3）鉱体の北東部には，・セリサイトを主成分とする軟

弱な粘土があり，「どの粘土の西南部はすべてカオリナィ

トを主成分とする粘土で，比較的堅硬であるが，鉱量は

きわめて大きいことo

等であり，採掘♂蓮：搬は冬期も稼行可能である。

　調査に当りいろいろ便宜を供与されたジークライト化

学砿業株式会社板谷鉱山永井剛三氏および渡部採鉱課長、

に謝意を表するQ

米鉱床部

2．位置および交蓮

　本鉱山は山形県南置賜郡山土村五色温泉の南方約3～

4kmの地，点にあり，福島県信夫郡庭坂村に接している。

＼山元より奥羽本線板谷駅間は山道を通ずるが，この間約

6kmは安全索道により水簸工場に至り乳製品化して貨

車積により出荷している。
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露天掘りによつて稼行され，昭和15年10月現権者ジー

クライト化学砿業株式会社によつて買牧された。この間

約3，000tを採掘したが，、その後坑道掘りに移り，今次

大戦前後は年産約5，000tであつたが，戦後需要の増加

とともに採掘量も著しく増大し，現在月産3，00qtにお

よんでおり，発見より現在までの採掘量の総計は約憩

’万tにおよんでいる。

　現在月産約3，000tの粗鉱より1，200～1，300tの製

品が精製され，ジークライトの名の下にほとんど製紙用

一部織紡用として出荷している。従業員は山元100名，

水簸工場270名である。

　なおジークライトと称するに至つたのは，本鉱山産製

品を亜錯華の代用品として使用しようとした頃ジソクと

呼んでいたのが，ジークライトとなつたものであるQ

4．地　　形、

本地区は吾妻火山群の東端に位置するので，安山岩の

熔岩流のため緩やかな幼年期的地形を呈するが，谷部は

侵蝕されて急峻な地形を呈し，鉱床附近に源を発する蟹

ケ沢および地区北部の松川がいずれも東流している。

　本地区の属する吾妻火山群の地質は，花働岩を基盤と

し，中新層がこれを覆い，さらに吾妻火山の噴出物，主

として両鎚石安山岩がこれらを橿つている。吾妻火山は

P
第 三紀末期ないし第四紀初期から活動を開始したものの

ようで，現在も本地区東方の吾妻富士の活動が知られて

いる。

　鉱床附近には両輝石安山岩・安山岩質岩屑・泥流等が

見られ，両輝石安山岩は灰黒色・青黒色ないし黒褐色を

呈し，斑晶はG．駈nm以下を普通とし，概して緻密塊

状であり，登山道路以北において比較的新鮮な岩石を認

めるが，その他はおXむね変質し，所により「サバ状」

ないし粘土状を呈している。この粘土化した変質帯は3

条あつてほ聖N450E方向に配列し，部分的に灰白色を

呈する堅硬な珪化帯がみられ，北東部には硫黄を含有す

る部分がみられる。安山岩質岩屑は地区西部の蟹ケ沢に

分布し，これを覆う泥岩は茶褐色を呈し，安山岩礫を含

有するごとがあるが，P著しく削剥されて僅かに残存して

いる程度である。なお地区東部にも小区域に残存Lてい

る6

6．鉱　床
5．地　質
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第　　　2　　　圃

に亘り，カオリナイトおよびセリサイト

に変質した塊状鉱床で，鉱床中に破砕帯

および珪化帯が存在している。

　鉱床を胚胎する3条の変質帯は両輝石

安山岩中にほ慧N45QE方向に配列して

いることは前述したが，これらの変質帯

はいずれも両輝石安山岩が白色精土化し

・たもので，・このうち最も大きい北部の変

質帯が採掘されているが，この変質帯は

延長約500m，最大の幅約250mにお
1よんでいる。南部の2条の変質帯は粘土

化の程度が不充分で，石英粒の含有が多

く，現在の状態では稼行価値に乏しい。

北部変質帯には蟹ケ沢轡曲点および北東

部に局部的珪化帯がみられる。北東部の

ものは特に著しく珪化されて灰白色を呈

し，部分的には硫黄に交代されており，

かつて硫輩鉱山として稼行された。また

褐鉄鉱の稼行も行われたようであるが，

これは多分粘土化帯中に存在する黄鉄鉱

が変化したものと想像される。坑口上方

の地表にはN70。Eの方向に，幅約3m

の珪化帯が2条認められるが，これはい・

ずれも黒色粘土を伴なわない。
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山形県板谷ジークライト粘土鉱床調査報告　（山田正春）

　鉱床は上記変質帯P

中に賦存しているが

この鉱床中に幅約3

mの主構造綜がほ

黛東西に走り，さら

にこれと同方向を有

する数条の副構造線

がある○これらはい

ずれも本鉱床を生成

さぜた熱水溶液の通

路とみられ，従つて

粘土化帯はぎわめて

広範囲に亘るものと

考えられるが，現在

はその形態および規

．模とも確認されてい1

ないo構造線の部分・

は角礫化帯珪化さ

れた角礫化帯および

微粒黄鉄鉱ほ置換さ

れて黒色粘土状を呈

するもの等からなり

また鉱床全般には肉

限的に6面体結晶を

認めうる黄鉄鉱が散

在するが，概して構

造線に近いほど多く

存在する傾向があ

るo鉱体中には構造

線部以外に著しい珪

化帯はみられないが

両輝石安山岩斑晶を

残すものおよびいく

一分珪化している箇所

等力§あり，　この珪イヒF

帯と構造線との関係

は明白でないが，お

Xむね同一方向に分

布する傾向があるよ

　うで島る。

　粘土鉱床には判然

とした2つの型があ．

　り，1つは東部に存

在するセリサイトを

主とする軟弱粘土で

圏
粘　　土
’でソケ脅多つ
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あ
り，いま1・づは，西部に存在するカオリナイトを主と　　する比較的堅硬な粘土で，これらは西方に約60。の傾斜
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第　4　圖

を示す明瞭な面で境され

ている。前者は地表に近

い箇所に存在し，露天掘

り後の陥没等から採掘が

困難で，現在は後者のみ

を採掘している。後者に

おいても少量のセリサイ

トを含有しているが，全

般的に東部の方が西部よ

り熱水作用の強かつたこ

とが推測される。

　従来より板谷ジークライトは，セリサイ、トおよびカオ

リナイトの含有が不均一であると称せられていたのは，

’
か つてセリサィトを主とする粘土を採掘し，現在はカオ

リナイトを主とする粘土を採掘しているためであろ5。

なお現在の採掘法は，、変形ブライソドグ・一リーとで

もいうべぎ採掘方法であるが，この方法は危険を伴な5

ことが予想される。

F
7
．
鉱
物
組
成

前述のごとく本鉱山の粘土には，2つの型があり，そ

のおのおのについて次に蓮べる。なお化学分析は，東大

教養学部湊助教授（セリサイト碕究総合委員会研究報告L

VI）によるものである0

7．1　カオリナイトを主とする粘土

原鉱は比較的堅硬で白色を呈するが，時には灰白色を

呈するものもあり，いずれも粘土鉱物の他に石英粒およ

び6面体結晶の黄鉄鉱等が肉眼的に認められる・鏡下で

はカオリナイトは片状を呈L，約40％程度含有され，粒

径は10～20ミクロン前後を主とし，石英粒よりも小粒

である。石英粒は約50％程度を占め，その他複屈折・屈

　　　　ジークライト分析表

Sio2
Tio2
A1203
Fe203

MnO
MgO
CaO
K20
Na20
SO3
H20＋
H20一

TotaI

1

　wt％
62．83

0．66
24。06

1．56
0．00
0。00
0．25
0．58
0．41
0．16
10．09

0．23

100．83

2
，wt％
46．50

0．10
37．01
PO．69

0．00
0．95
0．43
5．83
．10．54

0．46
7．30・

0．46

100．27’

3

　wt％
46．59

0．07
38．71
0．、62

0．17
0．67
0．72
7．18
0．24
0．37
5．00
0．38

100．72

1・カオリナイトを主とする原鉱の水簸物（実験的水簸）

2．セリサイ・トを主とする粘土（位置は坑内函参照）

3』　　　　〃 　甲　（東大教養学部湊助教授分析）

析率ともにカオリナイトより高い少量のセリサイトがあ

り，また粒径約0．2mm程度の6面体結晶を示す黄鉄

鉱が存在している。’

　本粘土より精製された製品に特殊の光沢が現われるの

は，少量混入しているセリサイトによるものと思われる。

　7．2セリサイトを主とする粘土

　原鉱は含水量多く，きわめて軟弱で白色を呈し，，肉眼

的には粘土鉱物のほか微量の石英粒および6面体結晶を

示す黄鉄鉱が認められる。鏡下では葉片状を呈し，全体

の約40％を占めるセリサイト，および約50％を占める

石英粒を主とし，その他少量のカオリナイトおよび6面

体結晶を示す黄鉄鉱が存在している。’

　　　　　　8．水簸工程
　本鉱山の水簸工場は板谷駅前にあり，原石は山元より

、索道により直接工場に至る。索道終点に至つた原石を麗

絆槽中で懸濁させ，石英粒等の粗粒物質を分離した後，1’

数100mの樋をぎわめて徐々に流下させて，・残余の粗’

粒物質を除去し，沈澱槽中に沈澱剤とともに沈澱させ，

フィルタープレスで脱水した後，乾燥粉梓して袋詰とし

て出荷して“る。乾燥は天日・電熱・火力を季節的に併．

用して行つている。原石より製品化するまでは約2週間

を要するとのことである。「

　本鉱山の原石は麗搾槽中で比較的簡単に崩壊して懸濁

する特徴を有するのでタ水簸工場にはクテッシャーの設

備はない6

　精製品は品質により，．次の用途に供せられている。な

お現在毎月約3，000tの原石より1，200～1，300tの製

品が生産されている。一

　最上級品　少量　　薬品・化粧品等‘

　紡織用　　約50％織布・晒加工等

　製紙用　　約5り％高級製紙・長紙』丸紙等

　　　　　　　9．鉱　量

　本鉱山の坑内は約60m×100mに亘つているが，未

だ鉱体の辺縁が確認できていないので，鉱量はきわめて

莫大な数量に上るものと思われるが，いまの所全体を算

定することはでき’ないo

　　　　　　10．結　論
本鉱山の鉱床は2つの型の粘土よりなり，いずれも両

輝石安山岩が同岩中の構造線を通つて上昇した熱水溶液

により，広範囲に亘つて粘土化作用を受けて生じたいわ

ゆる熱水性粘土鉱床で，現在採掘されているカオリナイ

トを主とする粘土の鉱量は莫大である。

現在の採掘方法は危険を伴なうと思われるので，安全

かづ合理的な改善をなすべきものと考える。

　　　　　　　　　（昭和27年11月調査）
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